
  

めざす教師の姿    
教育への情熱を持ち、豊かな人間性を備え、自己相互研鑽を積み、 

確かな教師力を持った教職員を目指します。 

めざす子どもの姿 ： 輝く よっかいちの子ども 

                                         「第３次四日市市学校教育ビジョン」 

  

教職員研修･調査研究 

 

 

 

 

 

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教師力向上のために」等を 

活用した研修の推進 

・ライフステージ（若手･ミドルリー

ダー）や職務に応じた教員研修の

充実 

・ＯＪＴを含む校園内研修と、校外

研修を関連させた効果的な研修 

・三重大学や企業・ＪＡＸＡ等との

連携による校園内研修の充実 

教育支援課 

四日市市教育委員会 教職員研修講座 

専門研修 

ライフステージ別研修 

教科等研修 

領域等研修 

重点教育課題研修 

特別研修 
 

アカデミック･社会研修 

夏季教育セミナー 

基本研修 

 

各担当者研修 

研究事業の推進 

 

・教育課題に対応し

た研究の推進（課題

研究） 

・研究成果の全市へ

の普及 

出前研修の推進 

 

・ＩＣＴの活用による授

業改善 

・初任者研修や若手教

員への訪問支援 

基本目標１ 確かな学力の定着  ③ ＩＣＴを活用した教育の充実・発展 

基本目標４ 学校教育力の向上 ② 教職員の資質・能力の向上 

                     ⑤ 特別支援教育の充実 

                          「第３次四日市市学校教育ビジョン」 



  

１ 研究事業 
○ 課題研究 

 
主    題 研 究 内 容 の 概 要 

１ 
自ら考え、議論する道徳の指導に関する研究 

－意見や議論の可視化に重点をおいて－ 

今年度から「特別の教科 道徳」がスタート

し、「考え、議論する道徳」への授業改善が求め

られている。道徳的価値「相互理解・寛容」を

取り上げ、子どもたちが課題を多面的、多角的

に考え、主体的に意見交換ができる、道徳科の

指導法の研究を行う。 

子どもたちの議論が活発に行われるための手

立てとして、個々の意見やグループでの議論を

可視化することを取り入れる。意見や議論を可

視化させながら授業を展開することが、道徳的

価値の理解を深めることに有効であることを検

証する。 

２ 

中学校数学科における問題解決能力向上のため

の授業づくりに関する研究 

－「四日市モデル」第２プロセスに 

視点をおいて－ 

 この数年間の全国学力・学習状況調査の結果

を見ると、本市の子どもたちは「基礎的な知識・

技能の定着は見られるものの、身につけた知

識・技能を活用する力に課題がある」ことが明

らかになっている。この課題を解決するには、

問題解決能力を向上させることが重要であると

考える。そのために、問題解決のための見通し

を持つ第２プロセスの指導を充実させた授業づ

くりについて研究する。子どもたちが問題を解

決するために、どのように見通しを持たせるこ

とが有効であるかを検証する。 

３ 

小学校における不登校未然防止に関する一考察 

－日常場面に生かす 

ストレスマネジメント教育を通して－ 

不登校発生率は、中１で小６での約 3 倍にな

るが、さまざまな調査により、中１で不登校に

なる生徒の約８割は、小学校時代に不登校の経

験や傾向があることがわかった。そこで、不登

校の背景にある児童生徒の特性の１つ「耐性の

欠如」に着目し、小学校でストレスに対する耐

性を高める授業を実践することで、中学進学時

におけるさまざまなストレス（学業・友人関係・

部活など）に自ら対処し、適応できる力が育つ

のではないかと考えた。本研究では、小学校で

ストレスマネジメント教育を実施し、ストレス

に対処するスキルが高まるかどうかを検証す

る。 


